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柿小だより 
                                     令和元年７月24日 柿崎小学校発行 

夏休みならではの体験を  

 

校長 上野 宏 

 

 72 日間にわたる一学期が無事終了しました。この間、保護者や地域の皆様から、変わら

ぬご理解とご支援、ご協力をいただきました。ありがとうございました。 

 いよいよ、明日から夏休みです。子どもたちには、まず、事故のない安全な夏休みを過ご

してほしいと思います。学校では、学年・学級ごとに夏休みの過ごし方について指導しま

したが、それぞれのご家庭でもご指導ください。よろしくお願いします。 

 さて、夏休みは、自分の自由に過ごすことができる時間がたっぷりあります。子どもた

ちには、思い出に残る体験や自由研究をしてほしいと願い、終業式では、上越市内の体験

施設を紹介したり、紙飛行機をロケットに乗せ、宇宙から飛ばす挑戦をしている方の研究

を紹介したりしました。 

 わたしの子どもの頃の夏の思い出に残る体験は、親戚の家に泊まりに出かけ、早朝にカ

ブトムシやクワガタ採りをしたことです。高学年になると、いとこと汽車に乗って東京や

大阪の親戚の家まで行きました。時刻表で乗り継ぎを調べたり、ガイドブックで遊びに行

きたい場所を調べたりと、計画を立てることがとても楽しかったことを覚えています。時

には、夜行列車に乗って出かけたこともありました。当時は、蒸気機関車やディーゼル機

関車が先頭で客車を引っ張っていましたから、駅を発着するたびにガタンという大きな音

と共に客車は揺れ、そのたびに目が覚め、あまり眠れませんでした。でも、いろいろなこと

ができる夏休みが、待ち遠しくて仕方ありませんでした。 

 様々なことが心配な現在は、子どもだけの旅は難しいと思います。しかし、体験をさせ

ることは子どもの成長には欠かせないことです。ぜひ、 

親子で相談していただき、この夏、子どもたちには、 

心に残る体験や研究をしてほしいと思っています。 
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２年生 スマイル学年の活動紹介 

 

① スマイル畑 栽培スタート！ 

毎年、２年生は生活科で畑のお世話をしてい

ます。自分で育てる野菜を決めて、ミニトマト

やきゅうり、ナスやピーマンなど、自分だけの

Mｙ畑を作りました。また、ポップコーン大

会、さつまいもパーティーをしたい！という子

どもたちの希望で、ポップコーンの種を蒔いた

り、さつまいもの苗を植えたりしました。  

   

② 野菜が採れたよ！ 

 毎朝水やりをしたり、わき芽かきをした

り、草取りをして大切に育ててきたお野菜さ

ん。いよいよ収穫が始まりました。採れた野

菜は子どもたちの希望があれば学校で調理し

て味わっています。 

 

  

③ みそづくりをしたよ！ 

 私たちが当たり前のように食べている野菜

が大切に育てられて大きく実ることを学んで

きたスマイル学年。そこで、同じく当たり前

のように食べている調味料の秘密を探ること

にしました。２時間かけて大豆を煮るなど熱

さと闘い、糀の匂いと闘い、やっとの思いで

樽に詰めました。食べごろは 12月。少しず

つ味見をしながら味や匂い、見た目の変化を

感じ取っていきます。 

④ 地元の野菜を植えたよ！ 

 ２年生の生活科では、旬の野菜を育てたり味

わったりする他に、地元の野菜を味わうことも

ねらいとしています。そこで、「柿崎を食べる

会」の皆さんからご協力をいただき、「カラフル

人参」と「横山人参」を植えるお手伝いをして

きました。収穫は 11月になるそうです。どん

な色の人参ができるのか、どんな料理にして食

べるのか、今から楽しみです。 

 



楽しく有意義な夏休みに！ 

 
  ４月５日の始業式から始まった７２日間の１学期が終わりました。

新しい学年の生活にも慣れて、どの子も、心身ともにたくましくなり

ました。 

  いよいよ、子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。１

学期の学習や生活を振り返るとともに、長いお休みにしかできない

体験や経験を積んで、さらに大きくたくましく成長してほしいと願っ

ています。また、夏休みは、家庭での団らんや地域の行事への参

加を通して、家庭や地域の良さを改めて知る良い機会でもあります。 

学校では、夏休みの過ごし方について下記のように指導いたしました。改めて、家庭でもお家でのル

ールやマナーを確認し、子どもの毎日の生活が安全でより充実した経験を積む機会となるようにご指導

をお願いします。 

 

１  安全な生活を 

〇 キックスケーターなどのローラーのついた乗物は道路や歩道で乗らないようにしましょう。 

○車の通行の激しい道路や急な坂道では、自転車に乗らないようにしましょう。 

○火いたずらやエアガンなどの危険な遊びはしてはいけません。 

○知らない人に誘われても決してついていってはいけません。 

○校区外には責任のもてる大人の人といっしょに出かけましょう。 

○ゲームセンターへ出入りしてはいけません。ゲームコーナーやカラオケは保護者同伴でもなるべく行

かないようにしましょう。 

○魚釣りや水遊びは、川の場合も海の場合も、大人の人といっしょに行きましょう。 

２  自主的で、規律ある生活を 

○外出するときは、行き先、用件、帰る時刻などを告げて出かけましょう。 

○朝の９時までは友達の家に遊びに行ってはいけません。遅くとも夕方５時までには家に帰ります。 

○お金の使い方に気を付け、用がないときはお店に入らないようにしましょう。 

〇メディアの時間を決めて、しっかりと守りましょう。ゲームで一日を終わらせないようにしましょう。 

３  家族や地域の一員としての自覚を 

○あいさつ、手伝いを進んでしましょう。 

○地域の行事に進んで参加しましょう。 

○友達の家で遊ぶときは、迷惑にならないように気を付けましょう。 


